
ワーケーション推進事業 

プロポーザル募集要項 

 

 

１．業務概要 

（１）業務名称 

ワーケーション推進事業 

（２）趣旨 

新型コロナウィルス感染症流行後において各企業新たな働き方の様式定着が求められる

情勢の中で、国や都市部の地域でテレワークの推進事業を実施しており新たな働き方とし

て、遠隔地での勤務も含めた検討が進んでいる。今後は、自分の好きな場所や地域で滞在

しながら働くという需要が高まると考えられる。 

そこで、うるま市において「work（仕事）」と「vacation（休暇）」を組み合わせた新

たな働き方である「ワーケーション」の受け入れ環境の構築を委託事業として推進し、新

たな観光や働き方の様式を提案する。また、新型コロナウィルス感染症の発生に伴う環境

の変化に起因して、業績が悪化し、経営の維持向上に支障をきたしている地域内の観光

業、宿泊業の利用拡大に資することを目的とする。 

さらに、一過性な事業ではなく、持続可能な地域産業の構築を目指してワーケーション

実証実験を行い、うるま市の魅力を感じることができるワーケーションプログラムを開発

することで、新たなうるま市のファン層を獲得し次年度以降への誘客事業へ生かす事を目

的とする。 

（３）事業期間 

契約締結の日から令和3年3月19日まで（予定） 

（４）業務委託費 

42,746,000 円（消費税込）を上限とする。 

（５）業務内容 

別紙「業務委託仕様書」のとおり。 

 

２．応募資格 

 このプロポーザルに参加しようとする者は、次の各号に掲げる資格要件の全てを満た

していること。 

（１）沖縄県内に本店、支店、営業所等を有していること。 

（２）ワーケーションに関連のある研究等の実績があり、地域におけるテーマ性を持ったニ

ューツーリズム（エコツーリズムやサスティナブルツーリズム、ヘルスツーリズム等）

の構築に実績のある企業 

（３）募集する委託業務の遂行に必要な知識、人員、経営基盤を有し、資金等において十分



な管理能力を備え、かつ、必要時に発注者と速やかに連携を行うなど、十分な運営体制

が確保されていること。 

（４）地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の 4 第 1 項の規定に該当しな

い者であること。 

（５）国税及び地方税を滞納していない者であること。 

（６）うるま市から指名停止を受けている期間中でないこと。 

（７）会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に基づく更生手続開始の申し立てをしていな

いこと。 

（８）民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）に基づく更生手続開始の申し立てをしていな

いこと。 

（９）破産法（平成 16 年法律第 75 号）に基づく破産手続き開始の申し立てをしていないこ

と。 

（10）応募は単独に限らず共同企業体でも可とし、この場合は以下のとおりとする。 

① 共同企業体を代表する事業者は、資格要件⑴、⑵を満たし、応募を行うこと。 

② 共同企業体を構成する全ての事業者は、資格要件⑶から⑼を満たす者であること。 

③ 共同企業体を代表する事業者は最大の出資比率でなければならない。 

 

 

 

３．スケジュール（予定） 

一次審査公募開始 令和２年８月１１日（月） 

質問受付 令和２年８月１４日（金）１７：００まで 

質問回答 質問書の受付後に随時うるま市ホームページで回答 

一次審査書類の提出 令和２年８月１８日（火）１７：００まで 

一次審査合格通知日（予定） 令和２年８月２１日（金） 

二次審査書類の提出 令和２年８月２１日（金）～令和２年８月２６日（水） 

企画提案選定委員会 

（プレゼンテーション） 

令和２年８月２８日（金） 

※時間は個別に通知する 

結果通知 選定委員会の実施から３日以内に通知する 

 

 

 



４．質問の受付と回答 

 質問については、以下により行うものとする。 

（１）受付期間  令和２年８月１１日（月）～令和２年８月１４日（金）17：00（必着）

まで 

（２）質問方法  質問書（様式５）を提出（持参、FAX、Email のいずれか） 

※FAX 又は Email で提出する場合は、電話で着信確認を行うこと。 

（３）回答方法  質問書の受付後に随時ホームページで公表する。 

          ※公表にあたっては、質問者を特定できないようにして行う。 

（４）提 出 先  うるま市経済部産業政策課（１２.問い合わせ参照） 

 

５．辞退手続き  

 一次審査合格後に辞退する場合は、以下の提出期限までに辞退届を提出すること。 

（１）受付締切  令和２年８月２６日（水）17:00（必着）まで 

（２）提出書類  辞退届（様式６）※原本を提出 

（３）提出方法  持参又は郵送 

※郵送の場合は、到着確認が可能な手段を取ること 

（４）提 出 先  うるま市経済部産業政策課（１２.問い合わせ参照） 

 

６．応募書類 

  

（１）一次審査書類の提出 

一次審査に係る書類について、以下のとおり原本１部、を提出期限内に提出すること。 

① 提出期限  令和２年８月１８日（火）17:00（必着）まで 

② 提出書類  １．応 募 申 請 書（様式１） 

２．会 社 概 要 （様式２） 

３．業 務 実 績 （様式３）  

４．添 付 資 料 

１）履歴事項全部証明書（登記簿謄本） 

２）法人税、市県民税、消費税及び地方消費税の納税証明書 

※共同企業体で応募する場合は、全ての構成員が１）及び

２）を提出すること 

３）企業の業務実績を証する書類 

※受託業務の契約書など 

４）共同企業体協定書（様式４） 

※共同企業体で応募する場合に提出すること 

 



③ 記載要領  見積書及び企画提案書は、以下のとおり記載すること。 

１．見積書 

１）人件費、事業費、一般管理費を計上すること。 

２）人件費は企画提案仕様書「４．業務内容」（１）～（６）の項

目毎に「職種名」、「職種毎の人・日数」、「単価」、「金額」を明

記すること。 

３）事業費は事業に係る印刷製本費、使用料、消耗品費等の直接経

費を明記すること。 

４）一般管理費は、直接経費として積算することが出来ないその他

経費等を（人件費+事業費）に乗ずる率を示して明記すること。

率の上限は 10％とする。 

 

（２）二次審査書類の提出 

 一次審査を通過したものについて、以下のとおり原本１部、写し７部を提出期限内に提出

すること。 

 

① 提出受付期間 令和２年８月２１日（金）～令和 2 年 8 月２６日（水）17：00（必着） 

 

②提出書類 

 １．企画提案書（任意様式、A４用紙、枚数制限５枚 ※ 応募様式参照） 

企画提案書の留意事項  

・写真、イメージ等の使用は自由とし、主要な文字は、読みやすい大きさ（10 ポイ

ント以上）となるよう配慮すること。 

・提案者（共同企業体の構成員を含む）を特定することができる内容の記述（具体的

な社名、人物名等）を記載してはならない。 

  

 ２．見 積 書（任意様式） 

   見積書には、人・日数、金額、一般管理費率など内訳が分かるものを提出 

 

 

（３）その他 

①提出方法  持参又は郵送 

※郵送の場合は、到着確認が可能な手段を取ること 

②提出先  うるま市経済部産業政策課（１２.問い合わせ参照） 

 

７．提出書類一覧  



区

分 
提出物名称 提出部数 留意事項 

一

次

審

査

書

類 

（１）応 募 申 請 書（様式１） 

（２）会 社 概 要（様式２） 

（３）業 務 実 績（様式３） 

原本１部 

 

●提出物のサイズ

は、原則Ａ４判と

する 

（４）添 付 書 類 

①履歴事項全部証明書 

（登記簿謄本） 

②法人税、市県民税、消費税及び 

地方消費税の納税証明書 

③企業の業務実績を証する書類（業

務契約書など） 

④共同企業体協定書（様式４） 

 

 

原本１部 

 

●①～②は３ヶ月

以内に発行された

原本を提出するこ

と 

●④共同企業体で

応募する場合に提

出 

●共同企業体での

応募の場合は、全

ての構成員が①～

②を提出 

 

二

次

審

査

書

類 

（１）企 画 提 案 書（任意様式） 

 

（２）見 積 書（任意様式） 

原本１部 

写し７部 

 

●提出物のサイズ

は、原則Ａ４判と

する 

●（２）見積書に

は、人・日数、金

額、一般管理費率

など内訳が分かる

ものを提出 

 

そ

の

他 

質 問 書（様式５） 

辞 退 届（様式６） 

 

原本１部 

 

 

 

 

 

 



８．審査方法等 

（１）審査の方法 

①うるま市が設置する企画提案選定委員会（以下、「選定委員会」という。）において、各提

案内容を審査し、委託先候補者を選定する。 

②審査は、提出された提出書類に基づき、一次審査である書類審査及び、二次審査である選

定委員会におけるプレゼンテーションによるものとする。 

③選定委員会は非公開で行い、審査経過及び審査結果に関する問い合わせ・異議等には一切

応じないものとする。 

④応募者が１者の場合でも、審査は実施するものとし、一定水準を満たした企画提案が

ない場合は、該当者なしとする場合がある。 

 

（２）一次審査：書類審査 

 ①提出書類「７．提出書類一覧」に基づき書類審査を行う。なお、一次審査時に応募者が

４社以上になった場合には一次審査評価点の合計が上位の３社のみを一次審査合格者

とする。 

 

 ②一次審査評価点の合計が同点の場合は「 平成 27 年度以降に官公庁からの同種業務の

受託実績を有する」における獲得点数が高い者を優先して上位とする。 

   

 ③②を経て、一次審査評価順位が同順の場合は「平成 27 年度以降にうるま市から受託し

た観光関連の業務実績を有する」における獲得点数が高い者を優先して上位とする。 

 

（３）二次審査：プレゼンテーション 

提出書類「７．提出書類一覧」に基づき選定委員会においてプレゼンテーションによる

審査を行う。 

①  審査日時  令和２年８月２８日（金）※時間、場所等は個別に通知する 

② 出席人数  ３名まで 

③ 審査内容  「（４）審査基準」を参照 

④ 留意事項  ・プレゼンテーションは、提出期限までに提出された企画提案書を基

に行うこととし、提出期限後に提出された資料等を用いることは

認めない。 

        ・提案者（共同企業体の構成員を含む）を特定することができる内容

の記述（社名、人物名、ロゴ等）を記載してはならない。 

         ・プレゼンテーションは、説明 20 分以内・質疑 10 分程度とする。 

  



（４）審査基準 

  ①選定委員会は、審査にあたって以下の事項等について評価する。 

 

（５）委託先候補者の選定 

 ①選定委員会において、提案者に対し一次審査と二次審査の委員１人当たり評価点の

合計を100点満点として評価するものとする。委員ごとに最も評価点の低い順位の

判断基準 評価 傾斜配分

□適　　　　　　　　　　　□不適

□適　　　　　　　　　　　□不適

□適　　　　　　　　　　　□不適

□適　　　　　　　　　　　□不適

□適　　　　　　　　　　　□不適

□適　　　　　　　　　　　□不適

□適　　　　　　　　　　　□不適

□適　　　　　　　　　　　□不適

　平成27年度以降に官公庁からの同種業務の受託実績を有する
2件＝6

1件＝3

平成27年度以降にうるま市から受託した観光関連の業務実績を有
する

6 ×1 ／ 6

平成27年度以降に民間企業から観光関連のコンサルティング業務
の受託実績を有する

6 ×1 ／ 6

／ 30

審　査　の　ポ　イ　ン　ト 評価 傾斜配分

うるま市型ワーケーションの今後の展望の分析と、うるま市の今後の
展開の提案が優れている場合に優位に評価する。

5・4・3
2・1

×2 ／ 10

過去に携わったワーケーションについて関連性のある業務におい
て、主体的な工夫、配慮が優れている場合に優位に評価する。

5・4・3
2・1

×3 ／ 15

業務理解度 目的、条件、内容の理解度が高い場合に優位に評価する
5・4・3
2・1

×2 ／ 10

独自性・有益性
事業者に独自性・有益性が認められ、うるま市にとって有意義な提
案となっている場合に優位に評価する。

5・4・3
2・1

×2 ／ 10

本事業の遂行に必要なノウハウを有し、人員の配置を適切に示して
おり、工程等の妥当性が高い場合に優位に評価する。

5・4・3
2・1

×4 ／ 20

プレゼンテーションの内容・能力及びヒアリング（質問）対応
5・4・3
2・1

×1 ／ 5

／ 70

／ 100

企
業
の
実
績

市内

その他

プレゼンテーション

業務実績

・業務 実施方針
・実施フロー
・工程計画
・その他

その他

②　プレゼンテーションの合計

合計（①+②）

①　書類審査の合計

18

審査項目 評価点

うるま市型ワーケーション
の捉え方

(

4

)

添
付
書
類

履歴事項全部証明書

納税証明書

業務実績を証する書類

共同企業体協定書

（５）見積書（任意様式）

書類審査

審査項目 評価点

応募申請書（様式１）

会社概要（様式２）

業務実績（様式３）

×3 ／

同

種

類

似

関

連

　最大２件まで評価し、同種・

類似・関連ごとに採点する。

（例1：同種２件＝　6点）

（例2：同種１件・類似１件

　　　　　　　＝3+2　5点）

同種＝１件につき３点

類似＝１件につき２点

関連＝１件につき１点
　平成27年度以降にワーケーションについて関連のある業務の実績
を有する

　平成27年度以降に官公庁からの類似業務の受託実績を有する

2件＝2

1件＝1

2件＝4

1件＝2



者を順位点１点とし、その後順位が１つ上がるごとに順位点１点を加算し、提案者

ごとに単純集計し、順位点の合計点数により評価順位を決定し、最上位者を委託先

候補者とする。 

 ②順位点の合計で複数の者が並んだ場合は、委員長の順位が高い者を上位とする。 

（６）選定結果 

①選定委員会の実施から３日以内にホームページに公表し、文書で通知する。 

②委託先候補者が辞退した場合、又は市との委託に関する協議が整わなかった場合は、

次順位の者を委託先候補者とする。 

 

 

９．契約 

（１）仕様の調整 

委託先候補者とうるま市において業務内容に係る仕様書等の調整を行い、業務内容の

確定後に契約を締結する。 

（２）見積書の提出 

  委託先候補者は確定した仕様書に基づき契約を行うための正式な見積書を提出する。 

 

 

１０．失格事項 

 次のいずれか一つに該当する場合は、応募者は失格（選定対象から除外）とする。 

（１）参加資格のない者が申請した場合 

（２）企画提案書等が提出方法、提出先及び提出期限に適合しない場合 

（３）企画提案書等において、不備、違法行為、虚偽等の内容が記載されている場合 

（４）申請に求められている義務を履行しなかった場合 

（５）事業者選定終了までの間に、他の提案者に対して企画提案の内容を意図的に開 

示した場合 

（６）他の提案者と企画提案の内容又はその意思について、相談を行った場合 

（７）選定委員会委員に対して、直接、間接を問わず故意に接触を求めた場合 

（８）プレゼンテーションに出席しなかった場合 

（９）契約締結までの期間に参加資格に掲げる要件を満たさなくなった場合 

（10）その他選定結果に影響を及ぼすと選定委員会が不適格と認める場合 

 

 

１１．留意事項 

（１）プロポーザルにおける企画提案は１者につき１案とし、企画提案に係る費用は全て提

案者の負担とする。 



（２）プロポーザルの参加に際して、提出書類は返却されないものとする。 

（３）書類提出後、企画提案書等の修正変更は原則認めない。 

（４）提出書類の著作権は応募者に帰属する。但し、うるま市が本プロポーザルに関する報

告、公表などのために必要な場合は、提案者の承諾を得たうえで提出書類の内容を無償

で使用できるものとする。 

（５）本プロポーザルの辞退を理由に今後の指名などで不利益な扱いを受けることはない。 

 

 

１２．問い合わせ 

 〒904-2292 

うるま市みどり町一丁目 1 番 1 号（西棟 1 階） 

うるま市経済部産業政策課 玉那覇、大石根 

電 話：098-923-7611  ＦＡＸ：098-923-7623 

Email：sangyou-ka@city.uruma.lg.jp 


